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青少年問題協議会の意見交

換テーマの提出について 
 私はここ 2 年間、議会選出で「町田市青少

年問題協議会」の委員になっています。 

 この会は委員数が多く、かつ、基本的に発

言者が事前に決まっており、特に主張するべ

き内容がない場合は自ら発言する機会を得な

いことがたびたびあります。 

 今回は、意見交換すべきテーマを提出して

ほしいと言う文書が来ましたので、日ごろ気

になっている事項（中高生の居場所について）

を事務局に提案しました。 

 すると、その提案が受け入れられ、提案者

として会議で提案理由の説明と資料の提示を

求められました。こうした要求時には、たく

さんの提案が出されたものと思っていました

が、それほど無かったのか、あるいは自機を

得たテーマであったのか、どちらかが採用さ

れた理由だったのでしょう。 

 
（相模原市観光協会 HPの写真より：照会済） 

ちなみに相模原市には、「小山公園ニュー

スポーツ広場」があり、スケートボード(スケ 

ボー）、ストリートダンス、スリーオンスリー 

バスケットボールの施設が揃っており、首都

圏屈指の規模とされています。その施設は橋

本駅から近く、市内全域の中高生が行き来す

るのに便利な場所にあるのが特徴です。  
 次に、全く変わった話題になりますが、私

は少年時代（福岡市に居住）に、アメリカン

文化センターと言う施設にたびたび遊びに行

っていました。アメリカが日本国内主要都市

に設置していたもので、年代に関係なく入場

でき、そこはアメリカ文化の宝庫でした。書

籍を中心に多数の資料がそろい、入場・鑑賞

が全て「無料」が魅力でした。この当時、ア

メリカ文化に浸りきるほど、突出した作品を

堪能していました。 

 この 2 件の内容を通して言いたいことは、

現在の町田市の中高生は野外スポーツや「異

文化」を気軽に堪能する機会に恵まれていな

いと言うことです。町田市政は、プロサッカ

ー支援のために行った陸上競技場の改修、あ

るいは今後予想される「オリンピックサッカ

ー競技の出場チームの練習場誘致関連費」に

は多額な税金を投入しようとしていますが、

青少年が自分を成長させるスポーツや文化施

策にはあまり、税金を投入する意欲が少なく、

それを改善する姿勢も見えない自治体と言わ

れてもいたしかたない行政だと思われます。 

 

● 多摩ニュータウン環境組合の訴訟が勝利 
 町田市の一部を含むごみ処理を担当する多

摩ニュータウン環境組合は、住民が起こした

メーカー談合訴訟の判決によって、多額の弁

償金をメーカーから得ています。その後、そ

の住民訴訟の弁護士費用を行政が負担してき

ましたが、メーカーがその全額を支払うこと

で和解しました。メーカー負担の行政訴訟行

為を、全組合議会議員が支持をしてきました。 

★ マルチメディア双方向発信 吉田つとむ発見動画チャンネル 
URL http://j-expert.jp/  ユーチューブ http://jp.youtube.com/yoshidaben 
編集 〒194-0011 町田市成瀬が丘 1-14-12 サンホワイトＥ103-13 吉田つとむ（市議会議員） 

http://jp.youtube.com/yoshidaben
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研修生レポート 浅野 遼⑤ 

 

株式会社ユーグレナは２００５年に設立さ

れ、最近メディアに取り上げられ話題になっ

たミドリムシラーメンという健康的で珍妙な

ラーメンにも使われている食用ミドリムシの

大量生産に世界で初めて成功した会社です。

ここでは、ミドリムシに含まれる栄養から化

粧品や健康食品の開発、飼料への応用、化石

燃料に変わる新しいエネルギーとしての活用

や光合成による二酸化炭素の削減の研究を行

うなど、身近な物から世界レベルの問題に対

しても取り組んでいるそうです。 

 
（研究施設の顕微鏡でミドリムシを見る） 

 

 面談の担当者の出身大学が私の大学であっ

たので大学時代や就活時にどのような事を考

えていたのかという事も伺ったところ、大学

３年生時から院を卒業するまでの長期間のイ

ンターンを行うなど、とても活力的でした。

理系では短期インターンは大学でも紹介され

多くあるのですが、長期インターンは数少な

く、時間も取られるためほとんどの人は行っ 

ていません。この方も周りとは違う事、面白

い事をしたいという考えから自ら行動した結

果、そこでできた人脈で納得のいく内定につ

ながったようです。 

ただ、「今回は例として自分の就活の事を話

したけど、こういう考え方もあるというだけ

で、自分に合った選択をしていくように」と

仰っていました。そのことをふまえ、私は自

分が何をしたいのか明確でなくても、どんな

方向性で行きたいのか考えながら積極的に行

動するようにしていきたいと思います。 

（第 33期研修生）東京薬科大学 3年 浅野遼 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 浅野遼さんが訪問した、株式会社 ユーグ

レナは、食品分野に分類される企業で、一昨

年１２月に東証マザーズに上場して話題にな

っている会社です。いわゆる ベンチャー企業

の成功者と言える存在でしょう。そのユーグ

レナを創業して、今日も社長を務めているの

は、吉田つとむの第１期インターン生の１人

である出雲 充さん（君）です。当時のイメー

ジは、そのレポートで見てください。 

http://j-expert.jp/kako/006doc/int/01/11

1020.html 

 

この日も、出雲充さんに合えなかったの残

念でした。仕事への思い、企業について、職

業観などもぜひ、浅野君に学んでほしかった

事柄でした。確かに、就活 は重要でしょうが

それ以外のことにも関心を広げることに務め

てもらいたいし、そうした環境を作るのが自

分の役割だと思いました。 

 面談者にもお世話になりました。ありがと

うございます。就活に関する質問にも詳しく

答えていただきました。浅野さんの就活に側

面的に役立てば幸いです。（記 吉田つとむ） 

★吉田つとむの連絡先  TEL 042-795-7361  FAX 042-795-2726 
◇ どうぞ、町田市政や議会に関するご要望や、ご意見をお気軽にお寄せ下さい。 

Mail：   mobile:  yoshidaben@docomo.ne.jp 
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